
に
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
図
書
館

に
紹
介
状
を
何
通
も
書
い
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
お
か

げ
で
貴
重
な
文
献
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

授
業
が
休
み
の
時
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
図
書
館

を
訪
れ
、
羊
皮
紙
に
書
か
れ
た
十
二
〜
十
五
世
紀
の

聖
歌
や
多
声
音
楽
の
楽
譜
を
ひ
た
す
ら
勉
強
し
た
。

そ
の
と
き
経
験
し
た
、
本
物
の
史
料
に
触
れ
る
感
動

が
、
い
ま
の
私
の
研
究
活
動
の
支
え
と
な
っ
て
い

る
。

研
究
の
最
先
端
は
対
話
の
な
か
に

留
学
中
、
先
生
が
参
加
す
る
欧
米
の
学
会
に
は
す

べ
て
出
席
し
た
。
学
会
で
研
究
者
の
顔
や
声
や
話
し

方
を
覚
え
、
そ
の
人
と
な
り
や
思
想
を
知
る
こ
と
で
、

そ
の
研
究
者
が
書
い
た
著
書
や
論
文
へ
の
理
解
が
深

ま
る
と
い
わ
れ
た
か
ら
だ
。
実
際
に
多
く
の
学
会
に

参
加
し
、
研
究
者
た
ち
と
対
話
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
痛
感
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
海
外
で
刊
行
さ
れ
た

最
新
の
本
や
論
文
こ
そ
が
研
究
の
最
先
端
だ
と
思
っ

て
い
た
が
、
学
会
の
討
論
の
な
か
で
、
ま
さ
に
そ
れ

が
紡
ぎ
出
さ
れ
て
く
る
様
を
目
の
当
た
り
に
し
、
大

き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
研
究
者
同
士
が
対
面
し
て
議

論
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
得
た
の
は
、
大
き
な

成
果
で
あ
っ
た
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
風
景

当
時
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
は
、
大
学
が
五
つ
ほ
ど

あ
る
学
生
の
ま
ち
だ
っ
た
。
な
か
で
も
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
多
く
の
留
学
生

を
受
け
入
れ
る
大
学
の
一
つ
だ
っ
た
。
ま
ち
を
歩
く

と
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
セ
ン
ト
の
英
語
や
世
界
中
の
言

語
が
耳
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
多
様
な
文
化
圏
、
学

問
領
域
、
宗
教
的
背
景
の
人
々
と
の
交
流
に
よ
り
、

自
分
の
世
界
が
大
き
く
広
が
る
の
を
感
じ
た
。

学
生
寮
で
生
活
を
共
に
し
た
英
国
人
学
生
の
行
動

様
式
か
ら
は
、
相
手
を
大
人
と
し
て
尊
重
す
る
態
度

や
、
人
と
の
間
に
快
適
な
距
離
を
保
つ
工
夫
な
ど
、

人
と
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
大
学
の
教
授
陣

は
、
食
事
や
休
憩
に
十
分
な
時
間
を
取
り
な
が
ら
、

精
力
的
に
授
業
や
研
究
を
こ
な
す
。
パ
ッ
と
集
ま
っ

て
サ
ッ
と
会
議
を
終
わ
ら
せ
ス
ッ
と
帰
宅
す
る
と
い

う
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
時
間
の
使
い
方
を
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
時
間
の
流
れ
が
心
地
良
か
っ
た
。

帰
国
後
か
ら
現
在
ま
で

帰
国
後
は
東
京
藝
術
大
学
に
復
学
し
、
留
学
の
成

果
を
国
内
外
の
学
会
で
発
表
し
つ
つ
十
五
世
紀
初
期

の
ミ
サ
曲
に
関
す
る
論
文
を
ま
と
め
、
博
士
号
を
取

得
し
た
。
助
手
を
務
め
た
後
、
東
京
藝
術
大
学
、
愛

知
県
立
芸
術
大
学
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
で
非
常
勤

講
師
を
務
め
て
き
た
。
専
門
科
目
の
授
業
で
は
、
西

洋
芸
術
音
楽
が
キ
リ
ス
ト
教
文
化
と
深
い
か
か
わ
り

を
持
ち
つ
つ
発
展
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
視
聴

覚
資
料
や
貴
重
楽
譜
の
複
製
版
を
活
用
し
学
生
に
伝

え
て
い
る
。
昨
年
二
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ－

Ｆ
Ｍ
の
番
組

で
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
今
年
七
月
に
は
、
博
士
論
文
で
扱

っ
た
中
世
末
期
の
音
楽
家
ヨ
ハ
ネ
ス
・
チ
コ
ニ
ア
の

没
後
六
〇
〇
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
る
演
奏
会
に

企
画
協
力
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
は
、
東
京
藝
術
大
学
の
特
別
研
究
員
と
し
て
、

芸
術
分
野
に
お
け
る
博
士
学
位
の
あ
り
方
に
関
す
る

研
究
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
私
の
担
当
は
、
海
外
の

高
等
音
楽
教
育
機
関
に
お
け
る
博
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
や
指
導
体
制
、
学
位
授
与
プ
ロ
セ
ス
、
機
関
同

士
の
連
携
等
に
つ
い
て
動
向
を
調
査
す
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
英
国
に
は
九
校
の
音
楽
院
と
四
六
校

の
総
合
大
学
に
音
楽
専
攻
の
博
士
課
程
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
機
関
が
お
の
お
の
独
自
の
歴
史
や
伝
統
を
守

り
つ
つ
も
互
い
に
連
携
し
、
そ
の
な
か
で
少
数
精
鋭

の
学
生
を
大
学
の
枠
を
超
え
て
育
成
す
る
。
そ
の
連

携
は
英
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
各
国
の
研
究
・

教
育
機
関
と
結
び
つ
き
、
国
境
や
学
問
領
域
を
超
え

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。
留
学
後
、
そ

の
連
携
の
必
要
性
を
実
感
し
た
私
は
、
予
算
削
減
や

少
子
化
等
の
影
響
で
存
続
が
危
う
い
日
本
の
芸
術
系

大
学
に
、
こ
の
連
携
シ
ス
テ
ム
を
採
用
で
き
な
い
か

と
考
え
、
諸
外
国
の
事
例
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
の
調
査
・
分
析
を
行
い
つ
つ
、
具
体
的
な
方

策
を
探
っ
て
い
る
。

留
学
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
国
際
文
化
教

育
交
流
財
団
と
、
常
に
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
、

先
生
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も

着
実
に
教
育
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記
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「
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
ト
ゥ
・

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
！
」

公
衆
電
話
の
耳
元
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
の
は
、
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
フ
ァ
ロ
ウ
ズ
先
生
の
温
か
い
言
葉
だ

っ
た
。
一
九
九
七
年
の
夏
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
到

着
し
て
す
ぐ
に
、
指
導
教
員
と
し
て
お
世
話
に
な
る

先
生
に
電
話
を
し
た
。
そ
の
後
の
会
話
は
覚
え
て
い

な
い
が
、
先
生
の
第
一
声
を
聞
い
た
と
き
の
感
激
は

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

東
京
藝
術
大
学
で
修
士
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
と

き
に
先
生
の
著
書
を
読
み
、
心
を
ひ
か
れ
た
。
斬
新

で
は
つ
ら
つ
と
し
た
仮
説
を
親
し
み
や
す
い
文
体
で

繰
り
広
げ
る
そ
の
著
者
に
、
い
つ
か
会
っ
て
話
を
し

て
み
た
い
と
強
く
感
じ
て
い
た
。
博
士
課
程
に
進
学

し
た
も
の
の
、
専
門
と
す
る
十
五
世
紀
の
キ
リ
ス
ト

教
典
礼
音
楽
に
関
す
る
資
料
が
国
内
で
は
不
足
し
て

お
り
、
研
究
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
あ
る
日
、
学
内

の
掲
示
板
に
貼
ら
れ
た
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
の

奨
学
生
募
集
広
告
を
目
に
し
た
。
真
っ
先
に
頭
に
浮

か
ん
だ
の
は
、
十
五
世
紀
音
楽
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
フ
ァ
ロ
ウ
ズ
先
生
の
も
と
で
学
ぶ
こ
と
だ
っ
た
。

幸
運
に
も
奨
学
生
と
し
て
採
用
さ
れ
、
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
か
ら
も
入
学
の
許
可
が
下
り
、
期
待
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
英
国
へ
と
旅
立
っ
た
。

大
学
院
で
の
日
々

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
は
、

学
位
の
質
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
、
英
国
に
お
い
て

教
育
を
受
け
た
経
験
の
な
い
欧
米
圏
外
の
留
学
生
に

対
し
、
修
士
課
程
か
ら
学
ぶ
こ
と
と
、
通
常
一
年
で

修
了
す
る
課
程
を
二
年
か
け
て
学
ぶ
こ
と
を
義
務

付
け
て
い
た
。
そ
の
規
則
に
従
い
、
修
士
課
程
に
二

年
間
在
籍
し
、
演
習
と
実
習
か
ら
な
る
四
つ
の
授
業

を
履
修
し
た
後
、
論
文
を
提
出
し
て
音
楽
学
の
修
士

号
を
取
得
し
た
。
大
学
院
の
授
業
は
、
少
人
数
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
実
践
的
な
課
題
を
こ
な
す

内
容
が
中
心
で
あ
っ
た
。
一
年
目
の
同
級
生
は
、
英

国
人
三
人
と
イ
タ
リ
ア
人
留
学
生
一
人
。
課
題
の
調

査
の
た
め
、
彼
ら
と
日
帰
り
で
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
図

書
館
を
訪
ね
、
机
を
並
べ
勉
強
し
た
こ
と
が
懐
か
し

い
。授

業
の
一
つ
は
、
フ
ァ
ロ
ウ
ズ
先
生
に
よ
る
研
究

の
個
人
指
導
で
、
毎
週
二
時
間
に
わ
た
り
厳
し
い
指

導
を
受
け
た
。
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
で
二
〇
〇
〇
語

の
小
論
文
を
書
く
こ
と
を
課
せ
ら
れ
、
学
術
的
な
英

語
の
表
現
に
つ
い
て
丁
寧
に
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

先
生
と
議
論
を
重
ね
る
う
ち
に
研
究
の
焦
点
が
定
ま

り
、
修
士
論
文
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

先
生
は
、
一
次
史
料
（
手
書
き
の
楽
譜
）を
実
際

●
経
団
連
国
際
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長
故

石
坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立
さ
れ

た
。
海
外
の
大
学
・
大
学
院
に
留
学
す
る
日
本
人
学
生
や
日

本
の
大
学
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の

支
給
を
通
じ
て
、
わ
が
国
の
学
術
研
究
や
世
界
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。

対
話
の
な
か
に
研
究
の
最
先
端
を
み
る

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
奨
学
生（
一
九
九
七
年
度
）。
九
九
年
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音

楽
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士（
音
楽
学
）。
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
助

手
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の

キ
リ
ス
ト
教
文
化
と
音
楽
。

経団連国際教育交流財団は、２０１１年１２月１日、国際文化教育交流財団より名称変更

遠
藤
衣
穂

え
ん
ど
う

き
ぬ
ほ

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
員
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